
JIAプロフェッショナル・スクール2012 募集案内
［CPD申請中：特別認定研修］

定員：40名
受講料
4日間｜25,000円（学生：10,000円）｜｜各1日｜7,000円（学生：3,000円）
開催場所：社団法人日本建築家協会 JIA館1階
申込方法
受講希望者は、住所・氏名・連絡先（TEL/FAX/E-mail）を明記し、JIA事務局
へFAXか、郵送でお申込下さい。追って、ご連絡いたします。なお、講師
の都合により変更になる講座もありますので、予めご承知置き下さい。
申込・問合せ先
社団法人日本建築家協会JIAプロフェッショナル・スクール係
〒150-0001 東京都渋谷区神宮前2-3-18 JIA館
TEL 03-3408-7125｜FAX 03-3408-7129
主催：社団法人日本建築家協会　http://www.jia.or.jp

2012年3月25日［日］
13:00-13:10 開校のあいさつ｜平倉章二［スクール長、平倉建築研究所］

3.11とアーキエイド。そして建築家の役割
昨年の3月11日の無残な傷跡はいまだ癒えていません。震災直後、地域の
復興、建築文化、教育の再生などを目標に、建築家による復興支援ネットワ
ーク〈アーキエイド〉ができました。現場からの活動報告を受けながら、いま
建築家に何ができるかを共に考えます。

13:15-14:15 東北の状況と〈アーキエイド〉設立とその後
小野田泰明［東北大学大学院教授］

14:20-15:20 地域で求められる建築家としての活動、現況報告から
福屋粧子［東北工業大学講師、福屋粧子建築設計事務所］

15:30-17-00 座談：〈アーキエイド〉の活動から見えてくるもの｜小野田泰明＋
福屋粧子＋コーディネーター：渡辺真理［法政大学教授、設計組織ADH］

2012年3月31日［土］

国際業務の最前線。都市の視点で考える
グローバル時代の世界の課題。それを解決する建築的方法論を日本はも
ちえるだろうか。厳しい建築環境にある日本から世界の最前線へと挑戦す
る講師を招き、その可能性を追求します。

13:00-14:00 天津APECプロジェクトから「スマートシティ実現」を考える
山村真司［日建設計総合研究所］

14:05-15:05 「スマートシティ」の意味を見誤った都市の問題
村松美江［Arup東京事務所］

15:15-16:45 座談：海外展開はどのような戦略が可能か
山村真司＋村松美江＋コーディネーター：亀井忠夫［日建設計］

2012年4月1日［日］

社会の仕組みを変える
ますます少子高齢化する日本。建築家は地域社会にどのように貢献でき
るのだろうか。社会科学者を招き、21世紀のコミュニティのあり方を学び、
地域社会における建築の姿を共に模索します。

13:00-14:00 これからのコミュニティのかたちと作り方（仮）
中村陽一［立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科教授］

14:05-15:05 人を孤立させる技術、人を繋げる技術
大野秀敏［東京大学教授、アプルデザインワークショップ］

15:15-16:45 座談：建築に繋がる社会システムをどう作るか｜中村陽一＋
大野秀敏＋コーディネーター：平倉章二［平倉建築研究所］

2012年4月7日［土］

新たな建築デザインの価値と自立
厳しい経済環境にいる若い世代の建築家は、何に目覚め、何を目指し、建
築家として自立しているのだろうか。その姿勢を真摯に傾聴し、新たな建
築デザインの行方と新たな建築家像を探りたい。

13:00-14:00 建築家としての自立と私の作品①｜中村拓志［NAP建築設計事務所］

14:05-15:05 建築家としての自立と私の作品②｜平田晃久［平田晃久建築設計事務所］
15:15-16:45 座談：新たな建築デザインの価値と自立｜中村拓志＋平田晃久

＋コーディネーター：堀越英嗣［芝浦工業大学教授、堀越英嗣ARCHITECT 5］

JIA PROFESSIONAL 
SCHOOL 2012
日本建築家協会は、今年もプロフェッショナル・スクールを開校致
します。

3.11からほぼ1年が経過しようとしています。
私達は、様々な厳しい現実から、多くのことを感じ、悩み、考え
させられてきました。また一方で、それぞれの実際の状況に少
しずつ働きかける事から、多くの事を学んでいます。
その関わりを通じて、建築の可能性を見出し、プロフェッショナ
ルである事を自ら問い直していると思います。
私達は、新たな視点を養い、能力を高めながら、積極的に自ら
の世界を開拓して行きたい。それは、社会に様々な働きかけ、
貢献をする中でこそ鍛えられていくはずです。
現在、多様な、異なる領域を水平的、横断的に捉えていくこと
がますます重要になっています。

プロフェッショナル・スクールの場で、第一線で活躍しておられる
方達のトークを通して、いくつかのテーマを共に考え、更に、参
加者を含めたデイスカッションにより、建築への想いを共有で
きるように、そしてこの機会が、皆さんの日々の実務活動のエ
ンジンの一つとなる事を願って企画しています。
多くの方達が熱い気持を持って参加して頂ける事を期待して、
お待ちしています。

社団法人日本建築家協会
プロフェッショナル・スクールスクール長平倉章二


